
・全国各地の小学生・
中学生等が、一流の文化芸
術団体による優れた舞台芸
術公演等を鑑賞の機会が増
える。

測定指標と目標値

・子供の舞台鑑賞者数（R３年：251,035名⇒R５年：376,553名）

・文化ＧＤＰ （R３年1.83％⇒R８年3％）

インパクト
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①
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インプット
（資源）

アクティビティ（活動内容） 中期アウトカム【Ｒ８年頃】
（成果目標）

初期アウトカム【R６年頃】
（成果目標）

アウトプット（活動目標）

【舞台芸術等総
合支援事業】

Ｒ5年度
予算要求額

総額
12,230百万円

〇全国キャラバン
舞台芸術分野の統括団体が企画する、

我が国の舞台芸術を牽引する大規模かつ
質の高い公演等の実施や国内外への配信、
全国ネットワークの構築への支援

〇国際芸術交流
・ 文化芸術団体による、海外国際フェス
ティバルへの参加、国内で開催される
国際的舞台芸術イベントの開催等への支援

〇舞台芸術創造活動
・ 文化芸術創造団体による、質の高い舞台
芸術公演等に向けた創造活動への支援

・ 「劇場、音楽堂等の活性化に関する法律」
を踏まえた、劇場・音楽堂等による、創造
活動等への支援

〇芸術家等人材育成
統括団体による、若手芸術家・スタッフ等を

対象とした、公演・ワークショップ・研修会等の
実施への支援

〇学校巡回公演
・ 一流の文化芸術団体による、小学校・
中学校等における、質の高い舞台芸術
公演等の実施への支援

・ 山間・へき地等においては、小学校・
中学校等が合同で鑑賞等する機会提供へ
の支援

・コロナ禍により
疲弊する、文化芸術創造団体
や劇場・音楽堂等の文化芸術
創造活動が活発化される。

・我が国の文化芸術の質が
向上することで、国際的評
価の向上、国際的に活躍す
る人材の増加

・文化芸術団体等の質が向
上することでチケット・外部
資金等収入が増加し、経営
基盤安定化
⇒芸術団体等の外部資金
調達力強化

・鑑賞する人、文化芸術活
動を行う人材割合が増加し、
業界全体が活性化
⇒鑑賞以外に文化芸術
活動を実践したり、支援
した人の割合の増加
⇒裾野の広がり
あらゆる人が文化芸術
活動によるウェルビーイン
グを享受

・地域格差が縮まり、日本
各地で質の高い舞台芸術
の鑑賞機会を提供

（関連施策）
・公益法人制度の改正

・国際舞台での活躍を見据え
た我が国の文化芸術関係者
の芸術文化水準の向上
⇒専門家の評価

・各地の文化コミュニティに
よる文化芸術の全国ネット
ワークの形成
・全国各地における、創造活
動・鑑賞機会の確保
⇒住んでいる地域での文化
的環境に満足する人の割合
の増加

・国民の芸術文化に親しむ
環境の充実
⇒文化芸術イベントの鑑賞
者割合の増加（目標：コロナ
禍前の水準（67.3％）に戻
す）

長期アウトカム【Ｒ10年頃】
（成果目標）

・文化芸術を通じた国際
相互理解・国家ブランド
形成、さらには、我が国
の文化芸術の国際プレ
ゼンスの更なる向上

・文化芸術が生み出す
経済活動の好循環に
よって活力ある社会を
実現

・国民が日本人である
ことの誇りを持つ
（目標：日本の誇りとして
「文化・芸術」を挙げる国民
の割合：60％以上）

・文化芸術振興に関わる寄附経験者 （R４年2.8％⇒R６年５％）

文化芸術に触れることで、あらゆる人の心を豊かにし、また、文化芸術投資が生み出す経済効果により国を豊かにし、さらには、我が国の
国際プレゼンスを向上させ、世界平和に貢献する。

・文化芸術を通じた国家ブランド形成・経済活性化、文化的地域格差を解消しあらゆる人に文化芸術に触れる機会を提供

課題

現状

・文化芸術団体等が首都圏に集中
・コロナ禍による文化芸術団体等の活動の場の減少

・文化的環境の地域格差
・コロナ禍による疲弊、国民の芸術鑑賞機会の減少、文化芸術団体の大幅減収
・昨今のグローバル化及びデジタル化の進展を踏まえた文化芸術のグローバル展開

本事業の目的

（現状・課題を示すデータ）
コロナ影響
・文化芸術イベントを直接鑑賞した人の割合
R3年度：39.7％（コロナ前67.3％）

・ライブエンタメ市場規模
Ｒ２年度：1,106億円（コロナ前6,295億円）

（８２．４％減）

「舞台芸術等総合支援事業」ロジックモデル （R５年度要求額：12,230百万円）

（関連施策）

・文化芸術分野
の契約関係の適
正化
・文化芸術創造
拠点形成事業
・芸術家海外派
遣制度
・日本博2.0事
業

・全国キャラバン実施により、
文化芸術団体や劇場・音楽堂
などの全国ネットワークが構
築される。
・国際芸術交流事業実施によ
り、海外の舞台で日本の文化
芸術団体の公演が行われ、国
際的舞台芸術イベントへの参
加機会が増える。

・アートマネージメント、舞台
スタッフ等を含む若手芸術家
の活躍の場を創出し、才能を
伸長

・国内における舞台芸術公演数（R３年1,685公演⇒R５年1.5倍)（2,528公演）

・我が国の文化芸術団体等による国際舞台での公演数（目標●公演以上）
・海外との共同制作公演数（目標●公演以上）

KPI
①

KPI
②

KPI
③

KPI
⑤

KPI
⑥

・国際的に活躍する人材の増加（目標●人以上）

KPI
④

KPI
⑤ KPI

⑥

【支援団体・実演家の質向上】

【舞台芸術ファンの拡充】

【地域展開】



「舞台芸術等総合支援事業」補足 （R5年度要求額：12,230百万円）

大幅に増加した やや増加した 変わらない

やや減少した 大幅に減少した

現状（補足）：エビデンス ①
文化的地域格差大

現状（補足）：エビデンス ②
コロナによる国民の芸術鑑賞機会の減少

中期アウトカム（補足）：エビデンス
文化芸術活動とウェルビーング

KPI②：参考
子供の一流舞台鑑賞者数

KPI④：参考
文化GDP
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出典：（文化庁）文化に関する世論調査報告書（R3）

半数以上がコロナにより
芸術鑑賞の機会が減少
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出典：（文化庁）令和３年度文化芸術の経済的
・社会的影響の数値評価に向けた調査研究結果
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出典：（文化庁）文化芸術による子供育成推進事業
巡回公演体験児童数
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地域の文化的環境の満足度

出典：（文化庁）文化に関する世論調査報告書（R3）

［とても幸せ：10点］［とても不幸：０点］とすると、
現在あなたはどの程度幸せかという質問の回答平均

出典：（文化庁）令和２年度第３次補正予算
ARTS for the future! 都道府県別交付状況

■ARTS for the future! 都道府県別交付状況

※ 首都圏 とは
東京都、神奈川県、埼玉県、

千葉県の４都県

60
40

首都圏 地方

申請総数：11,067件

申請数：4,481件

申請数：6,586件

全国の芸術団体のうち
約６割が首都圏に

位置する
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